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メタボリック・シンドロームと胎児期・乳幼児期との関連 








Developmental Origins of Health and Disease (DOHaD：ドーハッド)説” という概念が
提唱されている。子宮内の発育が不良であると出生時体重が小さくなるが、出生時体重と
心血管疾患やそのリスク因子との関連が報告されている。 
	 Osmond と Barker らは、1911 年から 1930 年にイングランドのハートフォードシェア





ついては多くの報告があるが、Huxley らは 1996 年から 2000 年に報告された出生時体重
と血圧に関する 45 の論文からその関係を検討した。その結果、出生時体重が 1kg 増えるご




	 高 LDL コレステロール血症も重要な動脈硬化性疾患の危険因子である。我々は、40〜69




きかった、不明と回答したものはそれぞれ 166 名、639 名、137 名、300 名であった。各群
の性年齢調整血清 LDL-C 値はそれぞれ 128.7±2.8 mg/dl、129.2±1.5 mg/dl、119.0±3.1 
mg/dl、131.6±2.2mg/dl であり、生まれたときに大きかったと答えた群が他に比べて有意
に低値であった(P<0.05)。このように日本人を対象とした調査で血清 LDL コレステロール
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値と出生時体重との関連が示唆された。 
	 さらに、糖尿病や耐糖能異常は血管障害をきたす。HalesとBarkerらは 1920年から 1930
年にイングランドのハートフォードシェアで生まれた男性 468 名（年齢 59-70 歳）に 75g
ブドウ糖負荷試験をおこない耐糖能を調べた。出生時体重および１歳時の体重が小さいほ
ど負荷後 2 時間の血糖値は高くなった。出生時体重が 4.3kg 以上を対照として、出生時体
重が 2.5kg 以下の場合、２型糖尿病または耐糖能異常であるオッズ比は 6.6 倍（95%信頼区
間 1.5-28）でった。3） 
	 肥満はメタボリック・シンドロームを介して、糖尿病と心血管疾患のリスクの上流に位
置付けられる。Eriksson らは 1924 年から 1933 年の間にヘルシンキ大学中央病院で出産さ
れた 5210 名の調査を行い、出生時体重が 2.25-3.0kg を対照とした時に、出生時体重が 2.5kg
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